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きっと、忘れられない春になるきっと、忘れられない春になるきっと、忘れられない春になる

西川中
卒業式
西川中
卒業式

西川小
卒業式
西川小
卒業式 　新型コロナウイルス感染症対策により

時間や規模を縮小しながらも、卒業生た
ちを心から祝福し送り出しました。
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より一層効率的な 歳出を
　２年度の一般会計予算は、歳入歳出の総額がそれぞれ47億
7500万円で、前年度と比較して5500万円、1.1％の減です。町
民体育館や防災行政無線整備の際に借り入れた町債の返済が始
まるため公債費が7億円を越え、人件費と合わせると予算全体の
36.6％を占めます。この状況が数年続き、財政の硬直化をさら
に招くものと予想され、より一層効率的な歳出が求められます。

【町長の施政方針より】
　町の財政は地方交付税等に大きく依存し、国の政策に左右されやすい脆

ぜいじゃく

弱な構造です。それが
好転する見通しが持てない中では、減少傾向にある財政調整基金等の取り崩しに依存した行財政
運営から早期に脱却する必要があります。そのためには歳入に見合った歳出へと転換を図り、健
全な財政運営の堅持のため、スリムな組織体制のもと効率的な行政執行を実現することが重要と
考えます。
※グラフは総務課が作成した資料に基づく。（平成29、30年度は決算額、令和元年度以降は推計）
※減債基金とは、町債として借りたお金の返済や、その信用の維持のために設ける基金。

特別会計・企業会計予算額

会　　　　　計 予算額 前年度との比較 一般会計や基金
からの繰入額

特 別
会 計

国民健康保険会計 5億 5636万円 － 1841万円 5999万円
〃　大井沢歯科診療所 266万円 － 97万円 185万円
公共下水道事業会計 1億 8110万円 78万円 1億 2067万円
農業集落排水事業会計 2861万円 126万円 2292万円
寒河江ダム周辺施設管理事業会計 350万円 － 40万円 ０円
後期高齢者医療会計 9164万円 621万円 2886万円
介護保険会計 7億 4675万円 1304万円 1億 1554万円
宅地造成事業会計 1459万円 0円 ０円

企 業
会 計

病院事業会計 7億 7432万円 2240万円 2億 5000万円
水道事業会計 3億 2620万円 1719万円 4339万円

令和2年度一般会計予算　47億7500万円　を可決

町　税
7億2911万円
（15.3％）

繰入金
5億6156万円
（11.8％）

地方交付税
21億5000万円
（45.0％）

国庫支出金3億765万円 (6.4％)国庫支出金3億765万円 (6.4％)

その他依存財源
1億9730万円（5.6％）
その他依存財源
1億9730万円（5.6％）

町債
3億5550万円 (7.4％)
町債
3億5550万円 (7.4％)

自主財源

県支出金 2億 8448万円 (6.0％)県支出金 2億 8448万円 (6.0％)

町で集めるお金
14億8007万円
（31.0％）

依存財源依存財源
国や県、借入金に
頼るお金

32億9493万円
（69.0％）

歳入

大きな事業を実施す
るために国や銀行な
どから借りるお金

町民税や固定資産税など
町民のみなさんが納める税金

地方消費税交付金や
地方譲与税など

基金 ( 町の貯金 )
を取り崩して事
業に充てるお金

使用料や手数料など

国からの補助金など県からの補助金など

全国的に一定水準
の行政サービスを
保つため国から交
付されるお金

その他自主財源
1億8940万円 (4.0％)
その他自主財源
1億8940万円 (4.0％)

総務費
6億9923万円
（14.7％）

民生費
8億3420万円
（17.5％）

衛生費
5億7684万円
（12.1％）

土木費
5億1738万円
（10.8％）

教育費
4億5690万円
（9.6％）

公債費
7億7067万円
（16.1％）

農林水産業費
3億5076万円 (7.3％)
農林水産業費
3億5076万円 (7.3％)

その他
3億4843万円 (7.3％)
その他
3億4843万円 (7.3％)

商工費
2億2059万円 (4.6％) 
商工費
2億2059万円 (4.6％) 

庁舎や水沢温泉館などの施設管理、各種
システムの維持、管理などにかかるお金

高齢者や障がい者、子
どもの福祉対策、路線
バスなどにかかるお金

学校教育や生涯学
習、スポーツ振興
などにかかるお金

歳出

農業や林業、畜産業な
どの振興にかかるお金

健診や予防接種、
ごみ処理、病院
会計繰出しなど
にかかるお金

商工業や観光業など
の振興にかかるお金

道路や河川の維持、
整備、除雪などに
かかるお金

町債として借りた
お金の返済など

消防費や議会費など

町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移
23億

9965万円
23億

9965万円

平成 29年度平成 29年度

21億
8830万円
21億

8830万円

平成 30年度平成 30年度

20億
5408万円
20億

5408万円

令和元年度令和元年度

19億
4986万円
19億

4986万円

令和 2年度令和 2年度

17億
8465万円
17億

8465万円

令和 3年度令和 3年度

14億
483万円
14億
483万円

令和 4年度令和 4年度

11億
5461万円
11億

5461万円

令和 5年度令和 5年度



西川町議会だより 第112号　 45

令和2年
第 1 回
定 例 会

　
議案番号 件名・主な内容（氏名の敬称略） 
同意第1号 町監査委員の選任　高橋將 ( 吉川 )　　任期満了に伴うもの。
同意第2号 町有林運営委員会委員の任命　荒木周一 ( 間沢 )、松田昌一 ( 吉川 )　任期満了に伴うもの。

同意第3号
町農業委員会委員の任命　高橋春二 ( 吉川 )、工藤正章 ( 吉川 )、阿部栄蔵 ( 吉川 )、
佐藤達郎 ( 大井沢 )、小西仁 ( 海味）、佐藤澄子 ( 水沢 )、佐藤重美 ( 睦合 )、佐藤淳一 ( 睦合）、
佐藤義美 ( 入間 )、菅野與一 ( 間沢 )　　任期満了に伴うもの。

同意第 4号 人権擁護委員候補者の推薦　大泉賴成 ( 水沢 )、奥山茂喜 ( 海味 )　任期満了に伴うもの。

議第1号 町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定　
　会計年度任用職員制度の導入に伴い、規定を整備するもの。

議第2号 町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定　
　町長、副町長、教育長の給料月額をそれぞれ 10％、5％、3％削減するもの。

議第3号 議会議員その他非常勤職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定
　会計年度任用職員制度の導入に伴い、規定を整備するもの。

議第 4号 町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定　
　時間外勤務手当の基礎額の改正と等級別基準職務を整理するもの。

議第5号 町印鑑条例の一部を改正する条例の制定　
　印鑑登録証明事務要領の一部改正に伴い、規定を整備するもの。

議第 6号 町営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定　
　民法の一部改正に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行に伴い、規定を整備するもの。

議第 7号 町道路の構造技術的基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定
　道路構造令の一部を改正する政令の施行に伴い、規定を整備するもの。

議第 8号
町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定　　※特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の
　一部を改正する内閣府令の施行に伴い、規定を整備するもの。

議第 9号 町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
　議第 8 号と同じく規定を整備するもの。

議第10 号

元年度一般会計補正予算 ( 第 4 号 )
４８億３７９９万１０００円（1 億 207 万 9000 円減額）
　各事業の確定等による事業費の精査に伴う補正（詳細の掲載を省略）
　繰越明許費（翌年度に繰り越して使用する経費）の確定
　園芸振興対策事業　　　 2187 万 1000 円　　農村地域防災減災事業               56 万円
　観光施設管理整備事業　 2315 万円　　　　 社会資本整備総合交付金事業　1500 万円
　教育用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ整備事業　2062 万 4000 円
　債務負担行為（将来にわたる債務を負担する行為）の補正
　2 年度月山湖カヌースプリント競技場整備の限度額 4147 万円（1147 万円の増）
　地方債の補正（4490 万円増額補正）
　月山湖カヌースプリント競技場整備事業費の限度額　3570 万円
　西川小学校内通信ネットワーク整備事業費の限度額　 530 万円
　西川中学校内通信ネットワーク整備事業費の限度額　 390 万円

議第11号
元年度国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）

５億８３０３万１０００円（2000 万円追加）　高額療養費

議第12号
元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）

８５６４万３０００円（21 万 5000 円追加）　返還金

議第13号
元年度介護保険特別会計補正予算（第 3 号）

７億７２７１万９０００円（460 万 5000 円追加）　居宅介護サービス給付費ほか

議第39 号
元年度水道事業会計補正予算（第 2 号）

資本的収入の予定額５９６７万７０００円（1180 万円減額）
発議第1号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書
※令和2年度一般会計、特別会計、企業会計の審議結果は6～9ページをご覧ください。

第 1回定例会に提出された主な議案と審議結果
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５
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令
和
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第
１
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定
例
会
で
は
、
町
か
ら
２
年
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各
会
計
予
算
（
10
会
計
）
の
ほ
か
、
人
事
案
、
条
例

案
、
補
正
予
算
案
な
ど
28
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
11
件
に
つ
い
て
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
で
国
に
対
す
る
意
見
書

の
提
出
を
上
程
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

なぜ１億円以上の
減額補正予算か

問

問

答

答

答

▲ 健診ポスター

▲ 商品券（3月15日で利用終了）

▲ 志津駐車場にある新源泉

※
対
象
者
は
住
民
税
非
課
税
の
方

　

と
小
さ
な
乳
幼
児
の
い
る
子
育

　

て
世
帯
で
す
。

※大江廣康議員は病気療養のため定例会を欠席しています。

4ページ参照
ここに注目 !

すべて全員
賛成で可決
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▲

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
導
入
を

目
指
す
町
立
病
院　
　
　
　

▲

西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

が
運
営
す
る
「
明
鏡
荘
」　

▲

地
域
活
動
の
事
例　

「
吉
川
地
域
づ
く
り　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

▲

間
沢
地
内
で
の
排
雪
処
理

▲

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
見
本
）

▲

出
番
の
少
な
か
っ
た
除
雪
機
械

▲

啓
翁
桜
か
ら
ど
ん
な
商
品
を
？

▲

腐
食
が
進
ん
で
い
る

　

フ
ェ
ン
ス
の
支
柱　

▲

導
入
に
よ
り
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
広
範
囲
で

の
実
施
が
可
能
に　
　
　
　

▲

英
検
の
合
格
証
明
書

　令和２年度の各会計予算は、予算特
別委員会（議長を除く９人の議員で構
成）での審査に付託されました。
　予算特別委員会では、３月２日から3
日間にわたり各課の説明を受け、質疑を
行いました。その主な内容を紹介します。

病
院
医
業
収
益
増
の
根
拠

前
年
度
比
７
・
９
パ

ー
セ
ン
ト(

３
６
９

０
万
円)

の
増
を
見
込
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
の
根
拠

は
何
で
す
か
。

町
立
病
院

数
字
と
し
て
は
努
力

目
標
と
い
う
面
も
あ
り
ま

す
が
、
８
月
に
予
定
し
て

い
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

開
設
に
伴
う
収
益
や
、
整

形
外
科
の
一
般
外
来
収
益

な
ど
の
増
収
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

老
人
保
護
措
置

養
護
老
人
ホ
ー
ム
明

鏡
荘
へ
の
扶
助
費
が

あ
り
ま
す
が
、
１
人
に
つ

き
い
く
ら
支
出
し
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
何
人
ま
で

対
応
可
能
で
す
か
。

健
康
福
祉
課

介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
く
て
も
、
高
齢
に
よ

る
身
体
虚
弱
な
方
や
生
活

支
援
の
必
要
な
方
な
ど
が

入
居
可
能
な
施
設
で
す
。

　

所
得
に
応
じ
た
個
人
負

担
を
い
た
だ
き
、
１
人
当

た
り
20
数
万
円
程
の
扶
助

と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算

上
で
は
４
、
５
人
分
で
す

が
、
現
状
に
応
じ
た
措
置

を
行
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
活
動
交
付
金

こ
れ
ま
で
町
の
非
常

勤
特
別
職
と
し
て
い

た
区
長
と
町
内
会
長
へ
の

報
酬
や
、
隣
組
長
へ
の
報

償
金
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
一
括
交
付
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
そ
の
使
い

方
に
縛
り
は
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

政
策
推
進
課

役
員
報
酬
に
使
う
か
、

地
区
の
活
動
資
金
に
使
う

か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

町
か
ら
の
縛
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

融
雪
遅
延
対
策
補
助

町
道
除
雪
の
際
、
民

有
地
を
借
り
て
排
雪

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
処

理
費
用
に
つ
い
て
は
地
元

の
区
や
町
内
会
で
な
く
、

町
が
全
額
負
担
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

建
設
水
道
課

町
か
ら
各
町
内
会
な

ど
に
依
頼
し
、
仮
置
き
場

を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
地
元
の
意
見
を
う

か
が
い
な
が
ら
元
年
度
か

ら
補
助
の
枠
を
拡
大
し
た

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
今
後

の
状
況
を
見
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

事
務
負
担
金
３
１
９

万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
状
況

を
踏
ま
え
、
今
後
の
目
標

や
広
報
な
ど
を
ど
の
よ
う

に
行
う
の
で
す
か
。

町
民
税
務
課

２
年
３
月
１
日
現
在
、

７
１
４
枚
を
発
行
済
み
で
、

人
口
に
対
す
る
交
付
率
は

13
・
25
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

国
か
ら
は
７
月
ま
で
23
パ

ー
セ
ン
ト
に
上
げ
る
こ
と

を
目
標
に
す
る
よ
う
通
達

が
き
て
お
り
、
今
後
、
広

報
活
動
な
ど
に
努
め
ま
す
。

除
雪
委
託
方
法

こ
れ
ま
で
に
例
の
な

小
雪
の
た
め
、
除
雪

業
者
に
対
す
る
委
託
料
の

最
低
保
証
を
行
い
ま
し
た

が
、
来
年
度
は
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
稼
働
時
間
に
よ

る
の
で
す
か
。
今
回
の
よ

う
に
最
低
保
証
を
設
定
し

ま
す
か
。

建
設
水
道
課

今
回
は
、
記
録
的
な

小
雪
と
暖
冬
に
よ
っ
て
除

雪
機
械
の
出
動
が
極
端
に

少
な
か
っ
た
と
い
う
特
殊

な
状
況
を
踏
ま
え
た
も
の

で
す
。
２
年
度
は
通
常
ど

お
り
に
戻
し
ま
す
が
、
気

象
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

商
品
開
発
委
託

農
産
物
の
特
産
品
開

発
及
び
山
菜
き
の
こ

等
商
品
開
発
の
業
務
委
託

に
あ
た
り
、
町
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
商
品
を
想
定

し
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課

特
産
品
開
発
の
一
例

と
し
て
は
、
啓
翁
桜
を
使

っ
た
商
品
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
山
菜
き
の
こ
等
は
、

漬
物
や
麺
類
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

照
明
塔
や
フ
ェ
ン
ス

等
の
補
修
、
整
備
の

時
期
に
来
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
現
状
と

今
後
の
考
え
を
お
聞
き
し

ま
す
。生

涯
学
習
課

フ
ェ
ン
ス
や
照
明
塔

の
腐
食
が
進
ん
で
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
補
修
は
、
部
分

的
に
行
う
か
全
面
的
に
行

う
か
、
財
源
と
し
て
の
助

成
金
等
の
有
無
も
含
め
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

雪
上
運
搬
車
購
入

運
搬
車
の
仕
様
や
性

能
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。
そ
の
運
行
管

理
は
誰
が
行
う
の
で
す
か
。

商
工
観
光
課

圧
雪
が
で
き
て
、
お

客
さ
ま
も
乗
せ
ら
れ
る
も

の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

冬
の
新
た
な
観
光
誘
客
に

関
し
て
広
範
囲
で
の
取
組

み
を
可
能
と
す
る
た
め
に

購
入
し
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
に
賛
同
い

た
だ
け
る
弓
張
平
や
志
津

な
ど
の
方
々
で
新
た
な
組

織
を
作
り
、
そ
こ
に
町
が

貸
与
し
、
そ
の
組
織
で
管

理
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

中
学
生
英
語
検
定
補
助

３
年
生
を
対
象
に
英

検
３
級
の
検
定
料
を

補
助
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
全
員
に
受
け
て
も
ら

う
の
で
し
ょ
う
か
。

学
校
教
育
課

基
本
的
に
は
全
員
に

受
け
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

３
級
が
難
し
い
生
徒
は
４

級
を
目
指
す
な
ど
、
全
員

に
目
標
を
持
っ
て
英
語
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
い
う
趣
旨
で
の
予
算
で

す
。

問問

問問

問問

問問

問問

答答

答

答答

答答

答答

誰のための何のための　　　　　　
予算なのかを問う

予算　　　
特別委員会

【 担当課説明 】

令和２年度会計

答

西川　太郎

1 2 3 4 5 6 7 8



西川町議会だより 第112号　 89

　３月10日、議場で予
算特別委員会を開催し、
令和２年度の各会計予
算の審査、採決を行い
ました。主な質疑の内
容などを紹介します。

本会議及び予算特別委員会における会計毎の採決の状況

予算
特別委員会

【 審 議・採 決 】

令和２年度会計

会　　　　　計
認定の状況

本　会　議 予算特別委員会
一　般　会　計 議第15号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

特別会計

国民健康保険会計 議第16号 可決（賛成多数）※ 可決（賛成多数）※
公共下水道事業会計 議第17号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
農業集落排水事業会計 議第18号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
寒河江ダム周辺施設管理事業会計 議第19号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
後期高齢者医療会計 議第20号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
介護保険会計 議第21号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
宅地造成事業会計 議第22号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

企業会計
病院事業会計 議第23号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
水道事業会計 議第24号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

（※反対者：佐藤光康）

▲

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
で

あ
い
さ
つ
に
立
つ
議
長

▲

海
味
地
内
の
啓
翁
桜
の
園
地

▲

こ
れ
が
最
後
の
子
育
て
応
援
米
？

▲

令
和
2
年
4
月
1
日
の

け
ん
こ
う
弁
当　
　
　

▲

お
に
ぎ
り
つ
く
り
体
験
の
様
子

「
ち
ゃ
ん
と
炊
け
た
か
な
…
」

▲

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

町
長
訓
示　
　
　
　
　
　

▲

海
味
地
内
で
目
撃
さ
れ
た

２
頭
の
サ
ル　
　
　
　
　

▲現在の志津会館

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

新
た
に
導
入
す
る
会

計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
報
酬
の
金
額
は
、
短

時
間
勤
務
な
ど
に
よ
っ
て

以
前
の
賃
金
よ
り
も
減
少

す
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

総
務
課

今
ま
で
の
臨
時
職
員

は
基
本
的
に
７
時
間
勤
務

で
契
約
し
て
い
ま
す
。
フ

ル
タ
イ
ム（
７
時
間
45
分
）

の
方
は
い
ま
せ
ん
。
時
間

単
価
は
上
が
る
の
で
相
対

的
に
報
酬
の
金
額
は
増
え

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

け
ん
こ
う
弁
当
調
理

け
ん
こ
う
弁
当
調
理

業
務
委
託
の
競
争
入

札
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
町
外
の
業
者
も
対
象

で
す
か
。
町
内
の
業
者
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
で

す
か
。健

康
福
祉
課

業
者
選
定
の
上
で
競

争
入
札
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
単
価
の
引
き
下
げ

な
ど
経
費
を
削
減
す
る
予

定
で
す
。
町
内
業
者
を
優

先
的
に
選
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
応
援
団

ま
ち
づ
く
り
応
援
団

は
団
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
活
動
の
広
が
り
も

よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
若
い

団
員
を
も
っ
と
増
や
し
、

町
に
と
っ
て
良
い
方
向
に

持
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

政
策
推
進
課

現
在
の
団
員
数
は
２

７
０
人
で
す
。
今
後
は
若

い
方
の
加
入
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
団
員
の
人
脈

を
活
か
す
な
ど
し
て
町
の

発
展
に
つ
な
い
で
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

保
育
料
の
無
償
化

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で

保
育
料
無
償
化
の
対

象
者
は
89
人
で
す
が
、
給

食
費
の
半
額
助
成
な
ど
も

含
め
て
複
雑
で
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
全
て
無
償
化

し
て
は
ど
う
で
す
か
。
ま

た
、
今
後
の
保
育
園
の
民

営
化
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

健
康
福
祉
課

保
育
料
と
給
食
費
に

つ
い
て
は
誰
が
見
て
も
分

か
り
や
す
い
制
度
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
責
任
を
も

っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
べ

き
で
あ
り
、
民
営
化
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

園
芸
作
物
振
興
対
策

啓
翁
桜
の
植
栽
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

不
適
作
地
も
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
栽
培
に
向

か
な
い
土
地
は
ど
う
す
る

の
で
す
か
。
目
標
面
積
は

確
保
で
き
ま
す
か
。

産
業
振
興
課

今
植
え
付
け
て
い
る

場
所
は
全
て
大
丈
夫
で
す
。

こ
れ
か
ら
植
栽
す
る
下
山

地
区
は
土
壌
を
改
良
し
て

行
う
予
定
で
す
。
目
標
面

積
の
36
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
確
保
は
目
途
が
つ
い
て

い
ま
す
。

子
育
て
応
援
米
廃
止

子
育
て
応
援
米
の
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
町
は
必
要
性
を

強
調
し
て
い
た
の
に
廃
止

す
る
の
で
す
か
。

健
康
福
祉
課

こ
れ
ま
で
ギ
ャ
バ
の

効
果
が
見
込
め
る
発
芽
胚

芽
米
入
り
の
米
を
子
ど
も

の
い
る
家
庭
に
提
供
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
受
取

り
を
拒
否
さ
れ
る
方
も
お

り
、
去
年
の
10
月
か
ら
独

自
に
給
食
費
の
半
額
を
助

成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
体
的
に
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
対
策

近
年
、
ク
マ
や
イ
ノ

シ
シ
、
サ
ル
な
ど
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
電
気
柵

等
の
補
助
を
増
や
し
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

産
業
振
興
課

果
樹
等
の
生
産
額
が

減
少
し
た
な
ど
直
接
的
な

被
害
額
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
の
出
動
回
数
は

の
べ
４
０
０
回
以
上
あ
り

ま
す
。
電
気
柵
等
の
補
助

は
、
３
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
を
持
ち
、
販
売
も
行
な

っ
て
い
る
農
家
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

志
津
会
館
建
設

志
津
会
館
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
場
所
の
選
定
や
建
設

費
用
の
財
源
確
保
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

商
工
観
光
課

建
設
す
る
場
所
は
２

年
間
に
わ
た
っ
て
検
討
し

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
地

元
の
要
望
も
受
け
て
現
在

と
同
じ
場
所
に
な
り
ま
し

た
。
財
源
は
辺
地
対
策
事

業
債(

※)

を
活
用
し
、
地

元
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問問

問問

問問

問

問

答答

答答

答答

答

答※
辺
地
対
策
事
業
債
と
は
、
法
律

　

に
基
づ
き
、
山
間
地
な
ど
で
の

　

公
共
的
施
設
の
総
合
的
な
整
備

　

計
画
の
も
と
に
実
施
さ
れ
る
事

　

業
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
特
例

　

的
な
借
金
。

さらにもう一歩
　　　ふみこんで問う
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病
児
・
病
後
児
保
育
対
策

保
護
者
の
勤
務
時
間

確
保
や
看
護
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
、
病

児
・
病
後
児
保
育
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

小
児
科
医
の
協
力
が

必
要
で
あ
り
、
広
域

で
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

高
校
生
通
学
対
策

高
校
生
の
通
学
の
た

め
、
町
営
バ
ス
の
増

便
や
運
賃
の
無
料
化
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。寒

河
江
線
、
県
立
河

北
病
院
線
、
左
沢
線

を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

増
便
や
無
料
化
に
つ
い
て

は
公
共
交
通
対
策
会
議
の

中
で
検
討
し
ま
す
。

　

「
住
ん
で
い
た
い
夢
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、

町
の
活
力
を
保
ち
、
維
持

発
展
さ
せ
る
た
め
の
若
者

の
定
住
が
重
要
で
す
。
そ

の
対
策
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

　

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
に
、
危

険
空
き
家
・
工
場
等
の
解

体
や
適
正
管
理
の
要
望
が

あ
り
ま
す
。
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

答答

雇
用
・
就
労
対
策

町
内
の
職
場
確
保
や

町
外
へ
勤
務
す
る
就

労
者
対
策
を
充
実
す
べ
き

で
す
が
、
令
和
２
年
度
に

は
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展

開
し
ま
す
か
。

重
点
事
業
と
し
て
、

特
に
若
者
の
住
宅
対

策
に
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
す
。

法
整
備
対
応
等

空
き
家
等
対
策
の
状

況
を
町
民
へ
丁
寧
に

説
明
し
、
法
律
等
の
制
度

改
正
や
財
政
支
援
を
国
や

県
へ
強
力
に
要
望
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

空
き
家
の
適
正
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、

安
全
管
理
や
空
き
家
の
利

活
用
も
含
め
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

出
会
い
・
結
婚
対
策

民
生
児
童
委
員
や
結

婚
相
談
員
だ
け
で
な

く
、
町
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

町
民
の
協
力
を
得
て

町
全
体
で
Ｐ
Ｒ
や
広

域
的
な
イ
ベ
ン
ト
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

問

問

問

町長 空
き
家
対
策
に
つ
い
て

前
向
き
に
取
り
組
む

問問

７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

一般質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

7
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
課

題
等
に
つ
い
て
町
の
考
え
方
や
疑

問
を
た
だ
す
の
が
一
般
質
問
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答

弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。　今回初めて傍聴させていただいたことをきっかけに、過去の議会だ

よりを読み返してみました。近松前町長が勇退されたちょうど10年
前、ある議員が一般質問で、「人口減少、出生率減少で町の自立は難
しいのでは？」と発言されました。この10年間で、小学校や町民体育
館の新築など明るい話題はたくさんありますが、この問題に関しては
益々深刻さが増しているように思われます。議会や役場の皆さんと共
に、町民全員で取り組むべき最重要課題だと改めて感じました。

傍聴席からひとこと  【白田 昭穂さん／吉川】

荒木　俊夫　議員…………………………………　P11
　１　若者の定住対策について
　２　空き家対策について

佐藤　耕二　議員…………………………………　P12
　１　危機管理体制の充実を求めて

佐藤　　仁　議員…………………………………　P13
　１　西川町が目指す今後の観光産業について
　２　睦合公園の今後の方向性について

菅野　邦比克　議員………………………………　P14
　１　旧西部中体育館無償譲渡の再検証

大泉　奈美　議員…………………………………　P15
　１　協働のまちづくりの更なる推進
　２　デマンド交通対策の取り組みは

佐藤　光康　議員…………………………………　P16
　１　国民健康保険税の引き下げを
　２　西川町の学校教育について

伊藤　哲治　議員…………………………………　P17
　１　後期基本計画の初年度を振り返り今後の対応は

質問事項（発言順）

※第１回定例会の傍聴者は延べ10人（前回比4人減）でした。

荒木　俊夫　議員

町長

若者の定住対策について
重点事業として取り組む

答

答

答 ▲

婚
活
関
連
イ
ベ
ン
ト  　

 　
　

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
」

▲ ４月1日から乗換が不要になった
　　県立河北病院行きのバス
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答

計
画
案
に
も
よ
り
ま

す
が
、
都
市
公
園
に

対
す
る
交
付
金
を
活
用
し
、

維
持
費
は
睦
合
公
園
分
に
、

施
工
費
は
月
山
湖
初
年
度

分
に
と
い
う
財
源
計
画
で

進
め
て
は
い
か
が
で
す
か
。

仮
定
の
話
と
し
て
参

考
に
し
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

月
山
湖
の
活
用

町
は
カ
ヌ
ー
１
０
０

０
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス

設
置
や
大
噴
水
の
整
備
管

理
な
ど
に
費
用
を
投
じ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま

え
、
今
後
、
都
市
公
園
と

し
て
の
認
定
を
受
け
る
予

定
は
あ
り
ま
す
か
。

月
山
湖
を
は
じ
め
寒

河
江
川
上
下
流
の
一

部
河
川
敷
を
含
め
、
認
定

に
向
け
て
手
続
き
を
進
め

て
い
ま
す
。

都
市
公
園
に
な
れ
ば

国
の
交
付
金
を
活
用

し
て
湖
面
で
の
ボ
ー
ト
遊

覧
や
ダ
ム
の
内
部
見
学
な

ど
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、

収
入
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

構
想
や
月
山
湖
の
活
用
な

ど
町
民
に
「
夢
」
を
提
供

し
つ
つ
、
寒
河
江
ダ
ム
30

周
年
記
念
を
祝
っ
て
は
ど

う
で
す
か
。

湖
面
利
用
の
先
進
地

の
自
負
を
も
っ
て
観

光
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

月
山
ペ
ア
リ
フ
ト
の
今
後

使
い
始
め
て
32
年
に

な
る
今
の
リ
フ
ト
を

修
理
し
な
が
ら
営
業
を
続

け
て
い
ま
す
が
、
新
設
等

も
含
め
、
今
後
の
方
向
性

を
お
聞
き
し
ま
す
。

昨
年
行
な
っ
た
可
能

性
調
査
で
「
60
人
乗

り
程
度
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

が
最
適
」
と
の
評
価
が
出

ま
し
た
。
た
だ
、
膨
大
な

費
用
が
必
要
で
あ
り
、
費

用
対
効
果
な
ど
難
し
い
課

題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

費
用
対
効
果
に
つ
い

て
は
営
業
期
間
の
増

（
３
カ
月
間
）
が
見
込
め
、

財
源
は
補
助
金
等
の
活
用

と
ふ
る
さ
と
納
税
、
特
に

新
・
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
運
用
工
夫
を
行
い
、

ぜ
ひ
進
め
て
は
ど
う
で
す

か
。

今
後
、
関
係
機
関
や

運
行
会
社
と
の
協
議

の
場
の
設
置
も
含
め
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問

問

問問

町長 町
が
目
指
す
今
後
の
観
光
産
業
に
つ
い
て

答答

雪
を
活
用
し
た
通
年
観
光
と

　
　
　
　
　
　
　
総
合
産
業
化
を
図
る

問答

▲ 月山サマーフェスタでの湖面遊覧
▲ 戸別受信機

▲ 睦合公園

▲ 寒河江ダムの放水路

　

昨
年
は
、
異
常
気
象
に

伴
う
台
風
や
地
震
等
が
多

発
し
ま
し
た
。
西
川
町
は

比
較
的
安
全
な
町
と
の
認

識
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ざ

災
害
が
起
き
た
時
の
危
機

管
理
体
制
は
大
丈
夫
な
の

か
確
認
し
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

寒
河
江
ダ
ム
の
緊
急

放
流
に
伴
う
洪
水
エ

リ
ア
マ
ッ
プ
の
策
定
の
予

定
は
あ
り
ま
す
か
。
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
ま

す
か
。平

成
31
年
３
月
に
県

か
ら
浸
水
想
定
区
域

が
発
表
さ
れ
、
令
和
２
年

度
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
で

の
活
用
や
町
長
と
語
る
会

で
の
説
明
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問答

大
規
模
地
震
へ
の
対
応

山
形
盆
地
断
層
帯
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
地
震

発
生
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
対
応
を
町
は
ど

の
よ
う
に
想
定
し
て
い
ま

す
か
。
積
極
的
に
全
町
的

な
訓
練
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。
ま
た
各
避

難
所
へ
の
備
蓄
状
況
は
ど

う
で
す
か
。

大
規
模
地
震
災
害
を

想
定
し
た
総
合
防
災

訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
区
の
自
主
防

災
組
織
で
も
訓
練
を
行
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

統
一
的
な
訓
練
の
実
施
も

検
討
し
ま
す
。

　

備
蓄
に
つ
い
て
は
、
ア

ル
フ
ァ
米
を
西
川
交
流
セ

ン
タ
ー
あ
い
べ
に
１
５
０

食
、
各
避
難
所
に
50
食
ず

つ
備
え
て
い
ま
す
。
毛
布

は
町
全
体
で
１
２
０
人
分

を
備
え
て
い
ま
す
。

問答

７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

佐藤　耕二　議員佐藤　仁　議員

町長

危機管理体制の充実を求めて
統一的な訓練を通じて対応する

町長

睦合公園の今後の方向性について
関係部署間で継続的に検討する

戸
別
受
信
機

防
災
行
政
無
線
は
き

ち
ん
と
機
能
し
て
い

ま
す
が
、
戸
別
受
信
機
が

よ
く
聞
こ
え
な
い
と
の
苦

情
が
あ
り
ま
す
。
乾
電
池

の
交
換
や
風
に
よ
る
ア
ン

テ
ナ
の
向
き
の
修
正
は
誰

が
行
う
の
で
す
か
。

高
齢
者
世
帯
の
訪
問

時
に
確
認
し
ま
す
。

乾
電
池
は
個
人
負
担
で
す

が
、
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
の

修
正
は
町
が
無
償
で
行
い

ま
す
。
今
後
、
対
応
を
町

内
会
長
と
協
議
し
ま
す
。

差
し
迫
る
不
安

今
冬
の
小
雪
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
影
響
へ
の
対
策
は
ど

の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
ま

す
か
。
対
策
本
部
は
設
置

し
た
の
で
す
か
。

小
雪
に
関
し
て
は
、

月
山
ス
キ
ー
場
の
オ

ー
プ
ン
を
２
週
間
早
め
た

り
、
観
光
業
者
に
予
約
の

キ
ャ
ン
セ
ル
状
況
の
聞
き

取
り
な
ど
を
行
な
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
除

雪
業
者
に
対
し
て
過
去
５

年
間
の
平
均
の
委
託
料
の

30
％
を
保
証
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
策
連
絡
本
部

を
２
月
27
日
に
設
置
し
、

随
時
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、

３
月
２
日
か
ら
小
中
学
校

を
臨
時
休
校
と
し
ま
し
た
。

問

問

答

答

答
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役
割
の
違
い
は

福
祉
対
策
に
関
す
る

健
康
福
祉
課
と
社
会

福
祉
協
議
会
の
業
務
内
容

の
分
担
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

健
康
福
祉
課
は
法
令

に
基
づ
い
た
健
康
と

福
祉
全
体
の
支
援
を
、社

会
福
祉
協
議
会
は
地
域
福

祉
活
動
計
画
に
基
づ
い
た

民
間
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

福
祉
町
内
会
の
活
動
を
、

そ
れ
ぞ
れ
担
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
推
進
に
向
け
て

人
材
育
成
に
向
け
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

現
状
で
は
社
会
福
祉

協
議
会
が
そ
の
機
能

を
果
た
し
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
組
み
は

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
実
現
に
向
け
た
今

後
の
取
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

地
域
の
意
見
を
聞
き
、

関
係
機
関
と
協
議
し

て
令
和
２
年
度
に
西
部
地

区
で
の
実
証
実
験
を
行
い

ま
す
。
そ
の
後
、
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
、
使
い
や

す
く
効
率
的
な
交
通
体
系

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。い

つ
頃
か
ら
実
施
す

る
予
定
で
す
か
。

事
前
の
協
議
も
あ
る

の
で
、
夏
頃
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

問

問

町長 協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
更
な
る
推
進

高
齢
化
に
対
す
る
取
組
み
に
力
を
入
れ
た
い

答

▲ 産業建設常任委員会で確認した際の体育館内の様子
（平成29年7月6日撮影）

▲ 大江町のデマンドタクシー

町長

デマンド交通対策の取組みは
令和２年度に実証実験を行う

問問

固
定
資
産
税
の
疑
問

平
成
25
年
分
の
固
定

資
産
税
が
課
税
漏
れ

な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

１
月
１
日
現
在
の
所

有
者
への
課
税
な
の
で

漏
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

24
年
12
月
７
日
に
無

償
譲
渡
等
の
契
約
が

議
決
さ
れ
た
の
に
、
契
約

締
結
が
遅
れ
た
の
は
な
ぜ

で
す
か
。
猶
予
し
た
の
で

は
な
い
で
す
か
。

契
約
は
24
年
12
月
21

日
に
原
案
を
議
会
に

示
し
た
後
、年
末
年
始
休

業
や
相
手
方
の
予
定
も
あ

っ
て
、
翌
１
月
18
日
の
締

結
に
な
り
ま
し
た
。

30
年
12
月
26
日
に
本

社
社
屋
の
参
加
差
押

(
※)

を
し
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
遅
れ
た
の
で
す
か
。

最
初
は
滞
納
が
あ
っ

た
た
め
で
、
そ
の
後

も
滞
納
が
続
い
た
の
で
参

加
差
押
を
し
ま
し
た
。

譲
渡
契
約
第
11
条
に
、

契
約
を
履
行
し
な
い

場
合
は
損
害
賠
償
を
町
に

支
払
う
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

問

問問問 答答

答

７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

菅野　邦比克　議員

町長

旧西部中体育館無償譲渡の再検証
時期は未定だが、
　　　　　いずれ明らかにする

　

当
時
の
ケ
ー
シ
ー
ス
チ

ー
ル
と
の
事
務
手
続
き
や

議
決
に
至
る
経
緯
に
つ
い

て
再
度
検
証
し
ま
す
。

　

互
い
に
協
力
し
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
「
全
員
参
加

型
社
会
」
の
更
な
る
実
現

に
向
け
て
次
の
質
問
を
し

ま
す
。

滞
納
は
あ
り
ま
す
が
、

社
長
が
所
在
不
明
で
、

会
社
は
現
在
休
業
中
で
す
。

滞
納
し
て
い
る
の
は
固
定

資
産
税
の
み
で
す
。

契
約
の
効
力
を
あ
ま

り
発
揮
し
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。税
金
の
時

効
を
に
ら
み
督
促
し
て
い

る
の
で
す
か
。

税
金
の
督
促
状
を
代

表
取
締
役
の
自
宅
へ

送
付
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応

今
後
は
破
産
手
続
き

を
進
め
る
と
い
う
こ

と
で
い
い
で
す
か
。

現
在
は
休
業
中
の
た

め
、
破
産
手
続
き
を

早
く
進
め
る
よ
う
担
当
弁

護
士
に
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

破
産
手
続
き
に
入
れ

ば
町
は
相
当
の
資
金

を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
町
民
に

ど
う
説
明
し
ま
す
か
。

今
後
の
動
向
を
見
な

が
ら
対
応
し
て
い
き

ま
す
。他
企
業
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。

経
緯
を
町
民
に
明
ら

か
に
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
町

長
は
責
任
を
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
か
。

今
回
の
件
は
手
続
き

等
も
含
め
内
容
が
複

雑
な
た
め
、
も
う
少
し
明

ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
考

え
ま
す
。
そ
れ
が
い
つ
に

な
る
か
は
未
定
で
す
。

相
手
方
の
社
長
と
直

接
会
っ
て
、
話
を
前

に
進
め
る
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。弁

護
士
と
も
相
談
し

今
後
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。
社
長
の

居
場
所
が
わ
か
っ
た
段
階

で
会
い
に
行
き
ま
す
。

※
参
加
差
押

　

既
に
差
押
え
が
行
わ
れ
て
い
る

　

滞
納
者
の
財
産
を
、
重
ね
て
差

　

し
押
さ
え
る
こ
と
。

問 答答

問答

問問問 答答答

大泉　奈美　議員

答答

答

▲

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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学
校
教
育
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

少
人
数
学
級
の
適
用
を

県
は
学
力
向
上
や
良

好
な
人
間
関
係
を
目

的
に
少
人
数
学
級
を
推
進

す
る
「
さ
ん
さ
ん
」
プ
ラ

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

町
内
の
小
中
学
校
は
１
ク

ラ
ス
40
人
近
い
学
級
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
県
に

対
し
て
プ
ラ
ン
の
適
用
を

求
め
る
要
望
を
し
て
い
ま

す
か
。　小

規
模
校
を
含
め
た

全
て
の
学
校
に
少
人

数
学
級
を
適
用
す
る
よ
う

山
形
県
町
村
会
、
市
町
村

教
育
委
員
会
な
ど
で
県
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

保
険
税
負
担
の
軽
減
を

30
年
度
の
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
単

年
度
収
支
残
額
は
約
２
４

６
０
万
円
で
し
た
。
こ
れ

を
被
保
険
者
に
返
し
て
、

保
険
税
約
２
万
円
の
軽
減

を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

制
度
の
県
一
本
化
は
、

ま
だ
安
定
し
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
保
険
料
水
準
の
統
一

化
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。

県
や
他
の
市
町
村
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
に

は
家
族
一
人
ひ
と
り

に
課
す
均
等
割
が
あ
り
、

子
ど
も
に
も
年
額
３
万
４

６
０
０
円
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
町
の
国
保
の
基
金
を

活
用
し
て
子
ど
も
の
分
を

減
免
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

町
が
単
独
で
行
う
の

で
は
な
く
、
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
国
に
し

っ
か
り
と
要
望
を
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

学
力
テ
ス
ト
の
影
響

全
国
学
力
テ
ス
ト
導

入
で
学
校
は
テ
ス
ト

対
策
を
強
い
ら
れ
、
本
来

の
学
び
が
で
き
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
町
は
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を

大
事
に
す
る
教
育
を
目
指

す
べ
き
で
な
い
で
す
か
。

学
力
テ
ス
ト
の
結
果

で
い
た
ず
ら
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る
よ
う

な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

西
川
学
園
構
想
で
は
体
験

的
学
習
の
充
実
を
一
番
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

教
員
の
働
き
方

教
員
の
通
常
勤
務
時

間
を
延
長
し
、
か
わ

り
に
夏
休
み
な
ど
の
勤
務

時
間
を
縮
め
て
１
年
単
位

の
変
形
労
働
時
間
制
を
導

入
で
き
る
法
改
正
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
導
入
す

る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

そ
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問問 答答

答

答答

　

町
の
一
人
当
た
り
の
国

民
健
康
保
険
税
は
、
年
額

で
平
成
24
年
度
の
６
万
９

５
２
６
円
か
ら
30
年
度
の

８
万
６
９
４
６
円
と
大
幅

に
上
が
り
、
被
保
険
者
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
次
の

質
問
を
し
ま
す
。

　

西
川
町
は
、
第
一
次
産

業
に
乏
し
い
ば
か
り
か
、

新
し
い
産
業
や
雇
用
を
創

出
す
る
こ
と
は
至
難
の
業

で
す
。
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
厳
し
い
現
実

と
社
会
環
境
を
直
視
す
る

限
り
、
今
後
の
町
の
行
く

末
に
危
機
意
識
を
持
た
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
こ

と
を
ふ
ま
え
次
の
質
問
を

し
ま
す
。

地
方
創
生
の
成
果
は

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の

第
１
期
の
成
果
を
ふ
ま
え

て
、
最
重
要
目
標
と
し
て

掲
げ
た
人
口
５
０
０
０
人

と
世
帯
数
１
６
０
０
戸
の

確
保
を
、
現
実
に
即
し
て

修
正
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、

人
口
と
世
帯
数
が
現
状
の

ま
ま
推
移
す
る
と
、
最
重

要
目
標
の
達
成
は
難
し
い

状
況
で
す
。
よ
り
効
果
的

な
取
組
み
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
夢
や
希
望

を
込
め
た
大
き
な
目
標
に

す
る
た
め
、
現
時
点
で
最

重
要
目
標
の
数
字
を
変
え

る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

教
育
環
境
の
充
実

保
育
園
や
小
中
学
校

に
お
け
る
給
食
費
の

全
額
無
料
化
が
２
０
０
０

万
円
程
の
予
算
で
可
能
な

の
で
あ
れ
ば
、
ト
ッ
プ
の

考
え
一
つ
で
実
施
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
検
討
す
る

余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
環
境
の
充
実
の

た
め
、
今
は
特
に
英

語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
し
て
い
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今

後
意
見
な
ど
も
聞
い
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

問答

農
地
の
維
持

町
に
お
け
る
水
田
農

業
従
事
者
の
高
齢
化

に
伴
い
、
田
畑
を
手
放
す

方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。

町
の
対
策
と
今
後
の
方
向

性
を
う
か
が
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
の
協
同

に
よ
る
と
こ
ろ
が
一

番
大
事
で
あ
り
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
取
組
み
の
強

化
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
法
人
化
の

取
組
み
強
化
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

総
合
的
な
農
業
振
興
の
取

組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、

農
地
の
維
持
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

第
３
セ
ク
タ
ー
の
今
後

水
に
こ
だ
わ
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

町
に
と
っ
て
西
川
町
総
合

開
発
㈱
は
重
要
な
第
３
セ

ク
タ
ー
で
す
。
今
後
の
事

業
運
営
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

今
後
、
月
山
自
然
水

事
業
及
び
地
ビ
ー
ル

事
業
で
は
、
大
沼
の
自
己

破
産
に
よ
る
影
響
も
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
自
社
ブ
ラ

ン
ド
製
品
の
販
売
促
進
に

努
め
て
い
た
だ
き
、
水
に

こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り

の
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
て
、

町
も
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問

問答

▲ 月山自然水と地ビール

▲ 西川小学校の給食の様子

問

問問

７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

伊藤　哲治　議員

町長 後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
を

　
　
　
　
　
　
振
り
返
り
今
後
の
対
応
は

よ
り
効
果
的
な
取
組
み
を
行
う

答

町長 西
川
町
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

体
験
的
学
習
を

　
　
一
番
大
切
に
し
て
い
る

佐藤　光康　議員

▲

中
学
校
の
１
ク
ラ
ス

40
人
の
教
室　
　
　

町長

国民健康保険税の引き下げを
県や市町村の動向を見て検討する
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議会の動き議会の動き

新
し
い
対
話
の
形
を
学
ぶ

今
後
の
大
き
な
励
み
に

　

二
月
二
十
日
、町
議
会

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、青
森
中
央
学

院
大
学
准
教
授
で
早
稲
田

大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

招し
ょ
う
へ
い聘

研
究
員
の
佐
藤
淳あ

つ
し

先

生
を
講
師
に
迎
え
、「
対
話

で
創
る
議
会
改
革
第
２
ス

テ
ー
ジ
」と
題
し
、講
演
と

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
二
部
構

成
で
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
で
は
、

　

西
川
町
議
会
だ
よ
り
１

０
７
号
が
、元
年
度
の
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、入
選
に
次
ぐ
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
１
０
９
号
が
県

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、２
年
連
続
入
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。も

ち
ろ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を

令
和
元
年
度
西
川
町
議
会
研
修
会

議会の傍聴にお越しください
議場で行う本会議や特別
委員会はインターネット
で中継しているほか、過
去の映像を視聴すること
もできます。ぜひご覧く
ださい。

本
町
の
議
会
改
革
の
現
状

を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、今

後
、目
指
す
べ
き
方
向
性

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
度
に
学
ん
だ「
チ
ー
ム

議
会
」の
意
義
と
重
要
性

を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
は
、平
成
生
ま
れ
の
町
職

員
と
と
も
に「
十
年
後
の

西
川
町
の
未
来
」に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

目
指
す
こ
と
が
議
会
広
報

づ
く
り
の
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、広
報
紙
と
し
て

一
定
の
評
価
を
得
た
こ
と

は
大
き
な
励
み
に
な
り
ま

す
。今
後
と
も
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら「
手
に
取
っ
て

も
ら
い
、開
い
て
も
ら
い
、読

ん
で
も
ら
え
る
」議
会
だ
よ

り
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

次回定例会は
６月です

面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（6月3日からの予定）

　

今
回
は
初
め
て「
ワ
ー
ル

ド
カ
フ
ェ（
※
）」を
取
り
入

れ
ま
し
た
。Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
流
れ

る
中
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
で
行
う
対
話
の
形
は
、

様
々
な
場
面
に
活
用
で
き

る
も
の
と
考
え
ら
れ
、議
会

と
し
て
も
町
民
の
み
な
さ

ん
と
の
対
話
に
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

議会全員協議会
■２月17日　令和２年度予算内示ほか
■３月５日　　まち・ひと・しごと創生
　　　　　　　総合戦略(案)ほか

議会運営委員会
■２月17日　令和２年第１回定例会の運営
■３月４日　　一般質問回答保留の取扱い

総務厚生常任委員会
■３月５日　令和２年度所管事務事項検討ほか

産業建設常任委員会
■３月５日　 令和２年度所管事務事項検討ほか

広報公聴常任委員会
■３月４日　112号編集会議
■３月17日　入稿前編集会議
■３月26日　第１回校正
■３月31日　第２回校正
■４月３日　 第３回校正
■４月７日　 第４回校正、校了

予算特別委員会
■３月６日～10日　令和２年度予算審議、採決

その他
■２月14日　県町村議会議長会定期総会
■２月20日　西川町議会研修会

※
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　
　

席
替
え
を
す
る
井
戸
端
会
議

　

の
よ
う
な
も
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク

　

ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
合
意

　

形
成
で
は
な
く
発
散
を
目
的
と

　

す
る
。

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
初
入
賞

常任委員会の
取 組 み か ら

　

３
月
５
日
に
開
催
し
た
総
務
厚
生
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
で
は
、
元
年
度
の
政
策
提
言
に
対
す
る
町

の
回
答
内
容
を
ふ
ま
え
、
２
年
度
の
所
管
事
務
事
業

の
調
査
項
目
を
協
議
し
ま
し
た
。
今
後
、
行
政
評
価

や
行
政
視
察
研
修
、
対
話
の
集
い
な
ど
の
議
会
活
動

と
連
携
さ
せ
、
秋
を
め
ど
に
、
町
へ
の
政
策
提
言
を

行
う
予
定
で
す
。

令
和
２
年
度
の

　
 

政
策
提
言
に

　
　
　
　
向
け
て

総務厚生
常任委員会

産業建設
常任委員会

人
口
減
少
対
策

　

合
計
特
殊
出
生
率
が

１
・
20
に
も
届
か
な
い
町

の
現
状
を
ど
う
捉
え
、
今

後
の
対
策
を
打
ち
出
し
て

い
く
の
か
、
課
題
は
何
か

を
調
査
、
検
討
し
ま
す
。

総
合
産
業
化

　

政
策
提
言
へ
の
町
か
ら

の
回
答
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
総
合
産
業
化
に
つ
い

て
調
査
、
検
討
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
対
策

　

「
子
育
て
す
る
な
ら
西

川
町
で
」
と
ア
ピ
ー
ル
す

る
町
の
支
援
対
策
に
つ
い

て
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
し
や
す
い
環
境
の
整
備

を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か

調
査
、
検
討
し
ま
す
。

保
健
医
療
福
祉
対
策

　

急
激
な
人
口
減
少
と
高

齢
化
に
伴
い
、
医
療
費
の

増
加
が
避
け
ら
れ
な
い
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査

す
る
と
と
も
に
、
福
祉
対

策
の
充
実
に
つ
い
て
調
査
、

検
討
し
ま
す
。

総
合
産
業
を
進
め
る
背
景

　

町
は
、
町
民
の
生
活
基

盤
の
確
立
に
結
び
つ
け
る

産
業
に
し
た
い
と
の
認
識

に
立
っ
て
総
合
産
業
化
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
施
策
の
展
開

に
つ
い
て
調
査
、
検
討
し

ま
す
。

分
か
り
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り

　

総
合
産
業
推
進
の
役
割

を
担
う
事
業
所
を
、
西
川

町
総
合
開
発
㈱
だ
け
に
限

定
せ
ず
に
、
町
商
工
会
や

既
存
の
事
業
所
と
の
連
携

な
ど
を
強
化
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
調
査
、
検
討
し
ま
す
。

元
年
度

政
策
提
言
の
事
項

　

政
策
提
言
を
行
な
っ
た

「
地
域
公
共
交
通
網
の
整

備
促
進
」
に
つ
い
て
、
町

民
の
足
の
確
保
を
町
と
し

て
今
後
ど
う
進
め
る
の
か

検
証
、
調
査
し
ま
す
。

起
業
支
援
の
拠
点
整
備

　

元
年
度
の
行
政
視
察
で

訪
問
し
た
秋
田
県
五
城
目

町
の
取
組
み
を
参
考
に
、

廃
校
舎
な
ど
既
存
施
設
を

活
用
し
た
公
設
オ
フ
ィ
ス

の
設
置
や
、
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
に
な
り
得
る
起
業
者
の

募
集
、
起
業
者
同
士
の
相

互
連
携
に
よ
る
組
織
づ
く

り
の
支
援
な
ど
、
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な

施
策
の
展
開
に
つ
い
て
調

査
、
検
討
し
ま
す
。

▲

議
長
、
副
議
長
と　

広
報
公
聴
常
任
委
員

▲

効
率
性
と
経
済
性
が
求
め

ら
れ
る
路
線
バ
ス　
　
　

▲

秋
田
県
五
城
目
町
活
性
化
支
援

セ
ン
タ
ー
で
起
業
し
た
美
容
室

▲ ワールドカフェの様子
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～議会だより１１１号の
               アンケートより～

　知りたい! 聞きたい!
　読者モニターの広場

【西川中学校２年生による模擬議会の記事を読んで】
　子どもたちの意見がきちんと形になって生かされることで、きっとまちづくりに興味を
持つ子どもたちが増えると思います。今後検討の上、実現されることを願います。

【「傍聴席からひとこと」を読んで】
　いつも議会傍聴者が少ないと聞きます。町民を傍聴に仕向ける方法はないものでしょう
か。また、インターネットで視聴している人の現状はわかりますか？

　西川町議会では 10 人の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願い
しています。アンケートにより寄せられたご質問やご意見には、きちんとお答
えするよう心がけています。読者モニター以外の方でも、議会や議会だよりに
ついて「知りたい！聞きたい！」という場合は、お気軽にお問い合わせください。

　今回の模擬議会で提示された中学生のみなさんの意見を尊重し、町がきちんと対応する
よう議会としても注視していきます。

ファクシミリ　７４－２6０１
メール　giji@town.nishikawa.yamagata.jp

ご感想を

お寄せくだ
さい

Ｉ．Ｔさん

編
　後
　集
　記

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　
　

長　

古
澤　

俊
一

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　

大
泉　

奈
美

　

副
委
員
長　

佐
藤　

光
康

　

委　
　

員　

大
江　

葊
康

　

委　
　

員　

菅
野
邦
比
克

　

委　
　

員　

佐
藤　
　

仁

　傍聴しやすくするために、全国には休日や夜間に本会議を行う議会もあるようですが、
西川町議会での実施予定はありません。平日、日中に傍聴できる方々にきちんと宣伝をし
ていきたいと思います。インターネットでの視聴はどれだけの方が閲覧されているのか確
認できませんが、中継をご覧になった方から声をかけていただいた議員もいるようです。

Ｆ．Ｔさん

西川町議会だより読者モニターの皆さまからたくさんのご意見などが寄せられました。
その中のいくつかを広報公聴常任委員からの回答とともに紹介します。

　

令
和
２
年
第
１
回
（
３
月
）

定
例
会
で
は
、
町
か
ら
提
示
さ

れ
た
２
年
度
当
初
予
算
案
の
説

明
が
各
課
か
ら
あ
り
、
身
近
な

も
の
や
将
来
を
見
据
え
た
も
の

な
ど
、
議
会
と
執
行
部
（
役

場
）
と
の
白
熱
し
た
審
議
を
経

て
採
決
を
行
い
、
予
算
が
成
立

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
予
算
審
議
を
終
え
て

思
っ
た
の
は
、
議
会
と
執
行
部

と
の
立
場
は
違
え
ど
も「
垣
根

を
越
え
て
思
い
は
一
つ
、西
川

町
の
た
め
」で
あ
る
こ
と
。
今

後
の
予
算
執
行
状
況
を
注
視
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
大

変
な
時
で
は
あ
り
ま
す
が
、
課

題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、「
西

川
町
に
住
ん
で
い
て
、
わ
く
わ

く
し
、
楽
し
く
な
る
よ
う
な
町

づ
く
り
」を
一
緒
に
進
め
て
行

き
ま
し
ょ
う
。　
（
佐
藤　

仁
）

【事務事業評価の記事を読んで】
　各町内会の児童遊園の遊具が老朽化し、使用不能が多々あります。早急の対応が必要です。

　公園並びに児童遊園に関しては、日常的な維持管理だけでなく全体的な見直し等も町に
求めていきたいと考えています。

Ｉ．Ｔさん

【第4回定例会の記事を読んで】
　「連携中枢都市圏の形成」がどういったことなのか全くわかりません。「※プレミアム付
き商品券」のように注釈があれば内容がわかって良いと思います。

　連携中枢都市圏は国の新たな政策として始まったものです。紙面の都合上、詳細な説明を
省かせていただきました。今後、何らかの動きがあった際にきちんと説明させていただきます。

Ｉ．Ｓさん


